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第１章 都市計画マスタープランの改定について 

１－１ 改定の必要性 

平成 21 年 3 月に「豊見城市都市計画マスタープラン」（以下、「現行都市マス」という。）を

策定して以降、県の沖縄 21 世紀ビジョンや都市計画区域マスタープラン、本市の第４次豊見城

市総合計画、第４次豊見城市国土利用計画など、上位・関連計画が策定されており、また、新庁

舎建設等のプロジェクトが進捗するなど、本市を取り巻く情勢は変化している。

 都市計画マスタープランは本市の都市づくりの指針となるため、これらの情勢の変化を的確に

捉え、現行都市マスの改定（以下、「改定都市マス」という。）を行う必要がある。

 平成 21 年以降の本市の主な状況変化を以下に整理する。

①上位･関連計画の策定 

[沖縄県] 

●沖縄 21世紀ビジョン（平成 22 年 3 月策定） 

●那覇広域都市計画区域マスタープラン（平成 22年 8 月策定）  等 

[豊見城市] 

●第 4次豊見城市総合計画（平成 23 年 3 月策定） 

●第 4次豊見城市国土利用計画（平成 24 年 3 月策定） 

●西海岸地区整備基本構想（平成 25 年 2 月策定） 

●中心市街地活性化計画検討調査（平成 25年 3月策定） 

●豊見城城址跡地利用基本計画（平成 26 年 3 月策定）  等 

②プロジェクトの着手・完了 

●国際物流特区（平成 26年 6 月指定） 

●新庁舎建設事業（平成 26 年度基本構想および基本計画策定中） 

●西海岸地区活性化事業（平成 26年度着手） 

●沖縄西海岸道路 豊見城道路・糸満道路（平成 27年度全線開通予定） 

●東風平豊見城線（平成 30 年度事業完了予定） 

●那覇空港第２滑走路増設（平成 31 年度事業完了予定） 

●那覇空港自動車道 豊見城･名嘉地 IC～那覇空港 IC（着手後概ね 10 年を目標）  等

図表 平成 21年以降の主な状況変化 
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１－２ 改定のポイント 

 沖縄県の中南部都市圏では 21 世紀ビジョンの策定以降、本市を取り巻く情勢は変化している。

この変化に対応していくためには、豊見城市として独自ビジョンを定め、どのような取組みを行

い、いかに地域の特性を活かした都市形成を図っていくかを考えていく必要がある。さらには、

県都那覇市の隣接都市として、県内の広域的な役割や価値を見出していくことが重要である。

 そこで、「①市の自立性・求心力を高める都市づくり」と「②広域都市圏の一体的な発展に貢

献する都市づくり」を大きなテーマとして、将来都市構造や具体的な取組みを改定都市マスに反

映する。

［都市づくりの基本方向］ 

テーマ①「市の自立性･求心力を高める都市づくり」 

《人口増加への対応》 

全国的に人口減少時代に突入しているなか、本市においては、依然として人口増加（国勢調査

H12～H22 期間の 10年で約 7,500 人増加）の傾向にある。また、将来人口の推移をみると、今後

もしばらくは人口増加が続くものの、少子･高齢化の進展が予想される。 

 第４次豊見城市総合計画では、このような見通しを踏まえつつ、各種施策を推進することで、

人口推計を上回る目標（平成 32 年：70,000 人）を掲げており、今後も住宅需要の受け皿づくり

を進める必要がある。さらに、少子･高齢社会に対応すべく、若者世代の定住促進や高齢者にや

さしい都市づくりを進めていく必要がある。

平成 32 年の目標人口 70,000 人
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年少人口（0～14歳） 生産年齢人口（15～64歳） 老年人口（65歳以上）

年少人口割合（0～14歳） 生産年齢人口割合（15～64歳） 老年人口割合（65歳以上）

(人)

52,812
57,059

60,972

63,900
66,373

68,465 70,185

(％)

注：将来人口の推移は、H17･H22 の国勢調査をもとに、コーホート要因法により

算出したものであり、目標人口ではない 

図表 将来人口の推移
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《市の自立性･求心力の向上》 

本市は、豊崎地区の新市街地の形成により、人口増加など都市として着実に成長している。し

かしながら、就業面や商業面で那覇市等の周辺都市への依存度が高く、市としての経済的な自立

性や求心力は低い状況にある。 

 そのため、都市構造の課題を踏まえ、都市に不足する機能（就業、商業、公共交通 等）の確

保などを通じ、職住近接による自立性･求心力を高める都市づくりを進める必要がある。 

図表 自市内就業率と昼夜間人口比率の状況 

 資料：国勢調査
[都市の性格] 

核型：生活圏における中心都市として機能 

独立型：1都市である程度独立した生活圏を形成 

住機能型：周辺都市等の住宅都市として機能 

機能分担型：職等の機能に特化 
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テーマ②「広域都市圏の一体的な発展に貢献する都市づくり」 

《上位計画の位置づけ》 

■都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（平成 22年 8月策定 沖縄県） 

 中南部都市圏の西海岸エリアを高次都市機能集積ゾーンとして位置づけている。また、沖縄市

から糸満市までの軸状の都市圏を都市圏軸と位置づけ、交通軸の強化等により都市圏全体での連

携と交流を深め、中南部都市圏として一体性を高めていくことが重要とされている。

図表 将来都市構造付図 概念図 

●将来都市構造 

中南部都市圏においては、西海岸側を都市的土地利用が主体の高次都市機能集積ゾーン、

東海岸側を緑地等の自然的土地利用が主体の自然環境共生ゾーンと位置づけ、将来において

も、その都市構造を基本としつつ交通軸の強化等により、都市圏全体での連携と交流を深め

ていくことが重要といえます。さらに今後は、嘉手納基地より南の駐留軍用地の大規模返還

を機に本島中南部においては、那覇市と沖縄市を中心とした２つの都市圏域が一体となった、

長大な都市圏軸が形成されていくと予想されます。 

そのため、この軸状に集積する現在の社会資本の蓄積を有効活用し、広域交通拠点の拡張

整備を推進するとともに、普天間飛行場等駐留軍用地の跡地に新たな都市機能を配置するな

ど都市機能の偏在を是正しつつ、軸状都市圏構造のさらなる強化を図り、中南部都市圏の一

体性を高めていくことが重要と考えられます。 

また、沖縄自動車道、那覇空港自動車道、沖縄西海岸道路、国道58号、国道330号を基軸に、

国道331号、中部縦貫道路等の南北交通軸とともに、南部東道路、那覇インターアクセス道路、

浦添西原線、宜野湾横断道路等の東西交通軸を強化して、各拠点間の円滑な交流・連携と活

発な都市活動を支える広域交通網を充実させていきます。 

本文記載内容
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《広域的な連携の強化》

 本市は、隣接する那覇市の市街地拡大に伴い住宅地が形成され、住宅都市として発展してきた。

今後も人口増加が予想されており、住宅需要を受け止める住宅都市として、広域的にも重要な役

割を担っている。一方、西海岸地域は、沖縄西海岸道路や那覇空港自動車道の開通（一部暫定）

を契機として、産業や物流機能等の高次都市機能の集積が進んでいる。豊崎地区等の西海岸地域

は、広域交流により活力を創出する場として重要な地域である。

そのため、本市では、これらの地理的優位性を活かし、広域的な視点に立った都市づくりをよ

り一層進めていく必要がある。
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第２章 都市構造上の課題の整理 

２―１ 本市の基本的な状況 

図表 人口の推移

資料：国勢調査

図表 年間商品販売額と製造品出荷額等の状況

①居住人口 ●H22 総人口は 57,261 人で、H17 から約 9%増加 

●H22 人口構成は、0～14 歳が 20％、15～64 歳が 66％、65 歳以上が 14％で、

県平均（18％、65％、17％）に比べて少子高齢化は進んでいない

●年間商品販売額は 700 億円、製造品出荷額は 100 億円程度の産業規模。

県内シェアは年間商品販売額・製造品出荷額ともに 5％以下であるが

若干の増加傾向

②商工業 

資料：国勢調査
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図表 自市内就業率と昼夜間人口比率の状況

●H22 就業者数は、24,666 人で H17 と比べて 9％増加 

●H22 就業者構成は、1次産業が 3.7％、2次産業が 12.2％、3次産業が 74.8％、県平均（5.0％、

14.0％、72.3％）に比べて 1次･2 次の割合は小さく、3次の割合は大きい。H17 と比べて

1次･2 次は 1％・2.7％減少、3次は 4.2％減少 

●都市の性格は住機能型に分類され、県全体からみて、求心力は高くない 

人口（人） 割合（％） 人口（人） 割合（％）

第１次産業 1,072 4.7% 912 3.7%

第２次産業 3,377 14.9% 3,003 12.2%
第３次産業 17,892 79.0% 18,439 74.8%
分類不能 313 1.4% 2,312 9.4%
合計 22,654 100.0% 24,666 100.0%

第１次産業 32,873 5.9% 28,713 5.0%
第２次産業 91,358 16.3% 81,142 14.0%
第３次産業 427,738 76.3% 418,321 72.3%
分類不能 8,508 1.5% 50,462 8.7%
合計 560,477 100.0% 578,638 100.0%

種別区分

沖縄県

豊見城市

平成22年平成17年

図表 産業人口の推移

資料：国勢調査

③就業構造 

資料：国勢調査

[都市の性格] 

核型：生活圏における中心都市として機能 

独立型：1都市である程度独立した生活圏を形成 

住機能型：周辺都市等の住宅都市として機能 

機能分担型：職等の機能に特化 
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図表 傾斜度

資料：国土数値情報の標高・傾斜度 5次メッシュデータ（平成 23 年度 国土交通省） 

区分 特性 

0～5 度未満 都市開発一般に適する 

5～10 度未満 都市開発の限界 

10～15 度未満 都市開発不適 

15 度以上 都市開発不可 

資料：都市の土地利用計画のたて方 

（日本都市計画学会 昭和 55 年 5月） 

図表 土地利用現況

資料：H24 都市計画基礎調査 

●地形的に開発が容易な土地は、市中央部、市西部、市南東部にまとまりを

もって分布 
④地形勾配 

●市街化区域内では、自然的土地利用（畑、山林、原野･荒野･牧場、水面、ゴルフ場）が 16％ 

●住宅用地は市街化区域内を中心にまとまりをもって広く分布、市街化調整区域において

も小さなまとまりをもって各地に散在。商業用地は市全域で国県道沿道を中心に分布。

工業用地は豊崎地区ではまとまりをもって分布、全体的には散在傾向 

⑤土地利用 
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図表 都市計画法による土地利用規制の状況

資料：H24 都市計画基礎調査 

●線引き都市計画が指定されており、都市計画区域内で市街化区域は 30％ 

●用途地域は、計 8種･約 589.3ha の指定があり、住居系が 83.8％、商業系

が 2.5％、工業系が 13.8％ 

⑥土地利用規制

（都市計画法）

面積（ha） 割合 面積（ha） 割合 面積（ha） 割合

40.4 6.7% 431.8 33.7% 472.2 25.0%

31.8 5.2% 228.8 17.8% 260.6 13.8%
3.2 0.5% 28.6 2.2% 31.8 1.7%
18.9 3.1% 97.6 7.6% 116.5 6.2%
252.7 41.7% 187.4 14.6% 440.2 23.3%

住宅用地 197.0 32.5% 126.5 9.9% 323.5 17.1%
商業用地 45.0 7.4% 44.2 3.4% 89.1 4.7%
工業用地 10.8 1.8% 16.8 1.3% 27.6 1.5%

57.8 9.5% 87.4 6.8% 145.1 7.7%
111.0 18.3% 139.9 10.9% 251.0 13.3%
3.5 0.6% 4.7 0.4% 8.2 0.4%
0.0 0.0% 0.0 0.0% 0.0 0.0%
86.7 14.3% 75.8 5.9% 162.5 8.6%
606.0 100.0% 1282.1 100.0% 1888.1 100.0%

市街化区域 市街化調整区域 合計

農地
山林

その他自然地
宅地

交通施設用地

区分

水面

計

道路用地
公共・公益用地

その他の空地
その他の公的施設用地

図表 土地利用現況

資料：H24 都市計画基礎調査 
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図表 都市計画法以外の主要な土地利用規制の状況

資料：H24 都市計画基礎調査 

●開発を厳しく制限する農業振興地域農用地区域が市街化調整区域にまと

まりをもって分布 

●一部の崖地で土砂災害に係る規制が分布 

●豊崎地区の東部で保安林（防風林）が分布 

⑦土地利用規制

（その他）
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２－２ これまでの都市計画施策とその成果 

 平成 21 年の豊見城市都市計画マスタープラン（以下、「当初都市マス」という。）策定前後の

主な都市計画施策とその成果を以下のとおり整理する。

図表 主な都市計画施策の実績とその成果 

年度 都市計画施策 成果・期待される効果 

H13 
・用途変更（豊崎第一地区）

・市内一周バスの運行開始

・豊崎地区の良好な住宅地･商業地

の形成

・市内の交通利便性の向上

H14 ・市道 40 号線 等 ・既存集落の交通利便性の向上

H15 ・用途変更（豊崎第二地区） ・交通利便性の高い産業拠点の形成

H16 ・市道 6 号線 ・瀬長島へのアクセス向上

H17 

・豊崎近隣公園

・用途変更（豊見城中央線 漫湖バイパス～

根差部交差点）

・用途変更（豊崎第二地区）

・豊崎地区の住環境の向上

・幹線道路沿道の利便性向上

・豊崎地区の観光レクリエーション

機能の向上

H18 ・市道 290 号線 等 ・豊崎地区の交通利便性の向上

H19 
・用途変更（高嶺地区）

・用途変更（平良・高嶺地区）

・平良地区、高嶺地区の生活利便性

の向上

H20 ・市道 254 号線 等 ・既成市街地の交通利便性向上

H22 ・豊崎都市緑地
・豊崎地区の住環境・レクリエーシ

ョン機能の向上

H24 
・用途変更（豊見城中央線 根差部交差点～

高安 NHK 入口交差点）
・幹線道路沿道の利便性向上

H25 ・市道 3 号線 等（宜保土地区画整理事業） ・宜保地区の良好な住宅地の形成

H26 
・宜保 3 号公園

・用途変更（豊見城中央線沿道地区）

・宜保地区の住環境の向上

・中心市街地の利便性の向上

H27～ 

（完了予定）

・豊崎総合公園（H27 完了予定）

・瀬長島観光拠点整備事業（H28 完了予定）

・宜保地区土地区画整理事業（H28 完了予定）

・中心市街地地区土地区画整理事業（H28 完

了予定）

・饒波川線（H28 完了予定）

・谷口線（H35 完了予定）

・市内外を対象とした観光レクリエ

ーション機能の向上

・中心市街地の良好な住宅地・商業

地の形成

・中心市街地の都市機能の集積

・中心市街地へのアクセス性の向上
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２－３ 都市構造に係る現況の整理 

 都市構造に係る現況を都市づくりに関する 5 つの視点（①まちの顔、②居住、③交流、④働く

場、⑤社会情勢）から整理する。

①「まちの顔」に関する現況 

図表①－1 商業施設の集積状況 

資料：H24 都市計画基礎調査

・中心市街地周辺で小中規模な商業施設が分布 

・商業系用途地域が指定されているが、商業施設の集積状況は高くない 

・一方、市街化調整区域の国道 331 号、県道 7号線沿道で大規模商業施設が立地 

豊見城交差点を中心とし

た徒歩圏域（500ｍ以内）

・「まちの顔」として商業機能の集積が必要 

[現況整理における中心市街地の定義] 

豊見城交差点を中心とした徒歩圏 500ｍ以内（徒歩 5～10 分程度）を便宜

的に中心市街地（まちの顔）と設定する。 
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図表①－2 買物動向 

資料：平成 16 年、平成 19 年、平成 22 年沖縄県買物動向調査報告書（沖縄県）

・市全体として市内での購入は約 5割。一般食料品や日用雑貨などの日用品は市内での

購入が多く、靴・かばん、婦人服などの嗜好品は市外での購入が多い傾向 

・H16～H19 で市内での購入が減少したが、H19～H22 では市内での購入が増加 

買物場所
商品 那覇市 糸満市 南風原町 浦添市 その他 市外計

49.2 31.1 3.3 11.2 0.4 4.8 50.8 100.0

50.4 32.5 3.2 11.4 0.4 2.1 49.6 100.0

55.3 26.3 3.8 10.9 0.5 3.2 44.7 100.0

51.6 25.3 2.3 17.0 0.9 2.9 48.4 100.0

56.6 21.7 4.4 12.3 0.5 4.5 43.4 100.0

47.5 36.2 4.2 8.2 0.5 3.4 52.5 100.0

50.1 31.9 4.2 9.9 0.5 3.4 49.9 100.0

71.6 12.3 3.9 10.0 0.8 1.4 28.4 100.0

49.2 22.8 3.8 17.9 0.5 5.8 50.8 100.0

55.8 23.7 9.1 7.8 0.5 3.1 44.2 100.0

64.8 21.2 2.7 8.6 0.4 2.3 35.2 100.0

63.5 19.0 2.7 9.9 0.4 4.5 36.5 100.0

71.8 11.7 4.2 10.0 0.8 1.5 28.2 100.0

76.5 6.9 4.8 7.9 0.4 3.5 23.5 100.0

74.6 7.1 6.6 8.2 0.4 3.1 25.4 100.0

68.3 16.8 5.3 5.3 0.4 3.9 31.7 100.0

50.5 33.7 4.0 8.0 0.9 2.9 49.5 100.0

51.8 28.8 3.5 11.8 0.5 3.6 48.2 100.0

43.1 38.9 2.6 13.1 0.8 1.5 56.9 100.0

54.8 37.4 1.5 5.1 0.0 1.2 45.2 100.0（参考）H16総合

（参考）H19総合

H22総合

書籍・CD・文具

化粧品・医薬品

日用雑貨

一般食料品

生鮮食料品

市内
(%)

市外(%) 合計
(%)

婦人服

紳士服

子供服

呉服・寝具

シャツ・下着類

靴・かばん

時計・メガネ・貴金属

家庭用電気器具

家具・室内装飾品

スポーツ・レジャー用品

中元・お歳暮

外食（食事）

・市内での購入を促す魅力ある商業拠点の形成が必要 



15 

図表①－3 生活利便施設の集積状況 

資料：  

i タウンページ 

GoogleMap 

・中心市街地ではそれほど集積

していない 

図表①－4 市街化区域内の低未利用地と用途地域の状況 

・中心市街地内の幹線道路の後背地に点在 

・豊見城交差点の北側で、一部、まとまりの

ある低未利用地もみられる 

・近隣商業地域にはほとんど残存していない 

・多様な都市機能の集積による求心力の向上が必要 

資料：H24 都市計画基礎調査

・中心市街地内の低未利用地の有効活用が必要 

・商業系用途地域における適正な土地利用誘導や適正な用途地域の配置が必要 

用途分類 面積（ha） 割合（％）

住居系 1.2 25.8%

商業系 1.3 28.3%
工業系 0.1 2.8%
その他 2.0 43.1%
計 4.6 100.0%

※道路用地は除く

[近隣商業地域における土地利用状況] 

・県道 68 号線の近隣商業地域では、住居系等

との用途の混在がみられる 
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図表①－5 公共交通の運行水準 

※1時間あたりバス本数： 

1 日 17 時間（6時～23時）

として算出 

資料：国土数値情報 バスルート（平成 23 年度）

・県道 7号線など、中心市街地と那覇市や

糸満市を結ぶ路線で運行水準が高い 

・東西軸の県道 68号線等では運行水準が

低い 

・中心市街地と豊崎等を結ぶ市内（東西方向）の公共交通の強化が必要 

図表①－6 道路混雑度と交通量 

・中心市街地と那覇市を結ぶ県道

7号線は交通量が多く、慢性的

な混雑状態 

・中心市街地内の東西軸、南北軸

ともに混雑度は 1.00 以上 

・中心市街地と市内外を結ぶ幹線道路の整備が必要 

資料：H22 交通センサス

混雑度 目安 

2.00 以上

慢性的混雑状態。昼間 12

時間のうち混雑する時

間帯が約 70%に達する 

1.75-2.00

慢性的混雑状態。昼間 12

時間のうち混雑する時

間帯が約 50%に達する 

1.25-1.75

ピーク時間帯はもとよ

り、ピーク時間を中心と

して混雑する時間帯が

加速度的に増加する可

能性が高い状態 

1.00-1.25

道路が混雑する可能性

のある時間帯が 1～2時

間あるものの、何時間も

混雑が連続する可能性

は小さい 

1.00 未満
道路が混雑することな

く、円滑に走行できる 
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②「居住」に関する現況 

図表②－1 人口増加率 H27-47 

※住民基本台帳の人口をもとにコーホート要因法を用いて推計

・H27～47 の人口増加率は、渡嘉敷を除

く市全体で増加傾向。特に、宜保や

豊崎、渡橋名で 20％以上増加 

・人口増加に対応した受け皿の確保が必要 

[推計について] 

国の調査機関等で一般的に使用されるコーホート要因法を採用した。 

コーホート要因法とは、地域の将来人口を予測する際に、特定の社会的集団（男女・

年齢別人口）ごとに人口予測を行う方法である。この各集団（コーホート）の人口を、

地域の人口の将来自然増減要因（出生、死亡）と将来社会増減要因（転入・転出）の

変化率を用いて推計する。  

なお、今回の推計では国立社会保障・人口問題研究所による「日本の地域別将来推

計人口（H25.3 推計）」の変化率を用いた。 
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図表②－3 都市公園の整備状況 

図表②－2 都市計画道路の整備状況 

豊見城市 32.2 28.5 59.8 88.4% 4.76

那覇広域 712.4 449.4 790.2 63.1% 5.69
沖縄県 2,105.6 1,238.1 1,408.1 58.8% 8.79

１人あたり公園面積
（㎡/人）
B/C

区分
計画面積
（ha）
A

供用面積
（ha）
B

人口（千人）
C

整備率
B/A

自動車専用道路 6.2 3.9 0.0 63.2% 0.07 0.32

幹線街路 22.2 15.9 0.5 74.1% 0.28 1.14
区画街路 0.3 0.3 0.0 100.0% 0.01 0.02
特殊街路 1.4 0.3 0.0 23.2% 0.01 0.07

合計 30.1 20.5 0.5 58.8 19.4 69.8% 0.36 1.55

自動車専用道路 21.7 13.4 0.0 61.6% 0.02 0.10
幹線街路 338.2 280.2 10.4 85.9% 0.37 1.56
区画街路 18.6 13.1 3.3 88.0% 0.02 0.09
特殊街路 23.7 18.6 2.1 87.4% 0.03 0.11

合計 402.3 325.3 15.8 783.2 217.4 84.8% 0.44 1.85

自動車専用道路 21.8 13.5 0.0 61.7% 0.01 0.02
幹線街路 620.2 505.7 29.6 86.3% 0.40 0.55
区画街路 30.2 19.0 5.2 80.1% 0.02 0.03
特殊街路 33.2 28.1 2.1 90.9% 0.02 0.03

合計 705.4 566.2 37.0 1,331.6 1,117.8 85.5% 0.45 0.63

沖
縄
県

豊
見
城
市

那
覇
広
域

区分
人口
（千人）

都市計画
区域面積
（㎢）

概成済
（km)

改良済
（km)

計画
（km)

整備率
整備水準
（km/千人）

計画水準
（km/㎢）

資料：平成 24 年都市計画年報

図表②－4 下水道の整備状況 

豊見城市 924.3 506.8 42,216 59,790 54.8% 70.6%

那覇広域 11,297.0 8,557.0 586,434 792,168 75.7% 74.0%
沖縄県 18,750.0 14,254.0 832,907 1,410,140 76.0% 59.1%

普及率
C/D

利用可能
人口
C

区分
排水面積
計画（ha）
A

排水面積
供用（ha）
B

人口
D

整備率
B/A

資料：沖縄県下水道課（平成 24 年度）

資料：平成 24 年都市計画年報

・都市施設の整備率、整備水準の向上が必要 

・那覇広域や沖縄県と比較して、整備率、整備水準は低い 

・那覇広域や沖縄県と比較して整備率は高いが、１人あたり公園面積は小さい 

・那覇広域や沖縄県と比較して整備率が低い 
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図表②－5 都市基盤整備の状況 

資料：H24 都市計画基礎調査、都市計画課資料

・市街化区域内で土地区画整理事業や

地区計画を実施 

・市街化調整区域では法 34 条 11 号区

域の指定や既存宅地制度の活用によ

る宅地開発を許容 

・継続的な都市基盤の整備と基盤整備された場所の有効活用が必要 

※1時間あたりバス本数：1 日 17 時間（6 時～23 時）として算出 

資料：国土数値情報 バスルート（平成 23 年度）

図表②－6 公共交通の運行水準 

・那覇市や糸満市へとつながる路線

で高い数値 

・市内を結ぶ路線は低い水準 

・市内の市街地を結ぶ公共交通の維持・利便性の向上が必要 
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図表②－7 H22 可住地人口密度と生活利便施設の分布状況 

・宜保や真玉橋をはじめとした市街

化区域で人口密度が高い 

・人口密度の高い場所で生活利便施

設が集積 

資料：iタウンページ、GoogleMap、住民基本台帳

・人口密度が高く、生活利便施設が集積している場所の維持・活用が必要 

[適正な人口密度] 

・既成市街地 

⇒40 人/ha 以上 

・住宅用地 

⇒高度利用を図るべき地区 

：100 人/ha 以上 

⇒その他：60～80 人/ha 以上 
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図表②－8 市街化区域内の低未利用地と用途地域の状況 

資料：H24 都市計画基礎調査

・豊崎で大規模な低未利用地がみられるが、

その他の一部でまとまりのある低未利用地

もみられる 

・その他住居系で小規模な低未利用地が点在、

商業系ではほとんど残存していない 

・まとまりのある低未利用地の有効活用が必要 

・商業系用途地域では適正な土地利用誘導が必要 

・利便性の高い場所では商業系用途の指定など適正な用途配置が必要 

まとまりのある

低未利用地

[近隣商業地域における土地利用状況] 

[市街化区域内における低未利用地の残存状況] 

・県道 68号線や豊見城団地の近隣商業地域で

は、住居系等との用途の混在がみられる 

面積（ha） 割合（％） 面積（ha） 割合（％） 面積（ha） 割合（％）

住居系 1.2 25.8% 0.4 32.1% 0.0 0.0%

商業系 1.3 28.3% 0.5 41.4% 2.9 100.0%
工業系 0.1 2.8% 0.0 0.0% 0.0 0.0%
その他 2.0 43.1% 0.3 26.6% 0.0 0.0%
計 4.6 100.0% 1.3 100.0% 2.9 100.0%

※道路用地は除く

豊崎豊見城団地県道68号線
用途分類

低未利用地 全体

住居専用系 57.1 372.1 15.3%

住居系 18.3 121.4 15.1%
商業系 0.5 14.7 3.3%
工業系 24.4 81.1 30.0%
計 100.3 589.3 17.0%

用途分類
面積（ha）

割合
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図表②－9 産業系土地利用の分布状況 

・国道 331 号をはじめとした市全体の幹線道

路沿道で商業用地が分布 

・与根では漁港や小中規模な商業・工業用地

が分布 

・市街化区域周辺で立地する工業･産業系施設と隣接する住宅地との調和が必

要 

国道 331 号沿道 

与根 
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10,704 11,329 11,946 12,037 11,830 11,575 11,571

36,065 38,052

39,326
39,584 40,415

41,436 41,7186,043
7,678

9,700
12,279 14,128 15,454 16,896

20.1%

23.0%

26.8%
29.1% 30.3% 31.6%

33.4%

16.1%
17.4%

19.8%

22.9%
25.0%

26.5%
28.1%

11.4%
13.5%

15.9%

19.2%
21.3%

22.6%
24.1%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

55,000

60,000

65,000

70,000

75,000

H17 H22 H27 H32 H37 H42 H47

年少人口（0～14歳） 生産年齢人口（15～64歳） 老年人口（65歳以上）

高齢化率（全国平均） 高齢化率（県平均） 高齢化率（豊見城市）

(人)

52,812
57,059

60,972
63,900

66,373
68,465 70,185

(％)

資料：沖縄県津波被害想定調査（平成 25 年 3 月）、H24 都市計画基礎調査

図表②－11 H47 字別高齢化率と災害危険箇所 

※住民基本台帳の人口をもとにコーホート要因法を用いて推計

・H47 の高齢化率は、全体的に 21％超が

多く超高齢社会化 

・豊崎や与根、瀬長の西海岸地域で 2.0m

以上の津波浸水想定 

・地すべり防止区域や急傾斜地崩壊危険

区域も一部で指定 

・超高齢社会を見据えた都市づくりが必要 

図表②－10 人口の推移 

※住民基本台帳の人口をもとにコーホート要因法を用いて推計

推計値実績値 

・人口の推移は全体的に増加傾向 

・全国平均や県平均と比較すると高齢化の進展は遅いが、

H37 には高齢化率 21％以上（超高齢社会化）
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③「交流」に関する現況 

図表③－1 国道及び県道の整備状況 

資料：都市計画図（都市計画課発行）

・国道 331 号、那覇空港自動車道、沖縄西海岸道路の広域インフラの拡幅整備を予定 

・中心市街地を通る東西軸である豊見城中央線の拡幅整備を予定 

・中心市街地と豊崎を結ぶ東風平豊見城線の整備を予定 

・広域インフラを活かした近隣都市や市内拠点間の連携・交流の強化 

豊見城中央線

整備中 

東風平豊見城線 

整備中

国道 331 号 

→県道に移管後、整備予定

小禄名嘉地外１線

整備予定 

那覇空港自動車道 

整備中 

沖縄西海岸道路 

整備中 
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資料：H24 都市計画基礎調査

・景観資源の一体的な保全・活用が必要 

図表③－3 主な景観要素の分布状況 

・市街地を囲むように斜面緑地が広がる 

・緑地と文化財が一体となって分布 

・瀬長島や豊崎総合公園はレクリエーション

機能として重要 

豊見城城址・漫湖周辺 

瀬長島 

豊崎美ら SUN ビーチ 

斜面緑地 

海軍壕公園 

図表③－2 道路混雑度と交通量 

資料：H22 交通センサス

混雑度 目安 

2.00 以上

慢性的混雑状態。昼間 12

時間のうち混雑する時

間帯が約 70%に達する 

1.75-2.00

慢性的混雑状態。昼間 12

時間のうち混雑する時

間帯が約 50%に達する 

1.25-1.75

ピーク時間帯はもとよ

り、ピーク時間を中心と

して混雑する時間帯が

加速度的に増加する可

能性が高い状態 

1.00-1.25

道路が混雑する可能性

のある時間帯が 1～2時

間あるものの、何時間も

混雑が連続する可能性

は小さい 

1.00 未満
道路が混雑することな

く、円滑に走行できる 

・国道 331 号や中心市街地と那覇市

を結ぶ県道 7号線で交通量･混雑

度ともに高く、慢性的な混雑状態

・その他の国県道でも全体的に混雑

度は高い 

・広域的な幹線道路や市内を結ぶ幹線道路の整備が必要 
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④「働く場」に関する現況 

図表④－1 年間商品販売額と製造品出荷額等の状況 

資料：商業統計、工業統計

・年間消費販売額は 700 億円、製造品出荷額は 100 億円程度の産業規模。県内シェア

は年間消費販売額・製造品出荷額ともに 5％以下であるが若干の増加傾向 

・近隣市町と比較して、年間商品販売額、製造品出荷額ともにやや低い水準となって

いる 

・地理的優位性を活かした産業振興による県内シェアの拡大が必要 

[近隣他市町との比較] 

区分 豊見城市 宜野湾市 浦添市 糸満市 南城市 西原町 南風原町

H19年間商品販売額 2.8% 5.2% 22.3% 3.0% 0.8% 0.8% 3.1%

H22製造品出荷額等 2.3% 1.0% 9.4% 6.5% 3.8% 37.5% 1.4%
H22人口 57,261 91,928 110,351 57,320 39,758 34,766 35,244

2.3%

1.9%

2.4%

2.8%

1.6%

1.3%

2.0%

1.7%
1.8%

2.1%

1.8%

2.2%

2.0% 2.0%

2.3%

1.8%

2.0%

2.3%

0.5%

1.0%

1.5%

2.0%

2.5%

3.0%

3.5%

4.0%

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

年間商品販売額（卸売+小売） 製造品出荷額等

県内でのシェア 県内でのシェア

（百万円）
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那覇市

宜野湾市
石垣市

浦添市

名護市

糸満市

沖縄市

うるま市

宮古島市

南城市

西原町

与那原町

南風原町

八重瀬町

中城村

北中城村

H2

H7H12

H17

H22

0.70

0.80

0.90

1.00

1.10

1.20

0.10 0.20 0.30 0.40 0.50 0.60 0.70 0.80 0.90 1.00

独立型

核型機能分担型

住機能型 独立型

核型機能分担型

住機能型 独立型

核型機能分担型

住機能型 独立型

核型機能分担型

住機能型 独立型

核型機能分担型

住機能型 独立型

核型機能分担型

住機能型 独立型

核型機能分担型

住機能型 独立型

核型機能分担型

住機能型

豊見城市

自市内就業率

昼夜間人口比率

県平均値
1.00

県平均値 0.56

◆ 市 ◆ 近隣町

図表④－2 自市内就業率と昼夜間人口比率 

・都市の性格は住機能型に分類され、求心力は高くない。昼夜間人口は増加傾向、

自市内就業率は減少傾向 

[都市の性格] 

核型：生活圏における中心都市として機能 

独立型：1都市である程度独立した生活圏を形成 

住機能型：周辺都市等の住宅都市として機能 

機能分担型：職等の機能に特化 

資料：国勢調査

・職住近接による自立性を高める都市づくりが必要 
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図表④－4 産業系土地利用の分布状況 

・市街化区域内では、豊崎で大規模な産業施

設が集積。真玉橋では幹線道路沿道に集積 

・国道 331 号をはじめとした市全体の幹線道

路沿道で商業用地が分布 

・与根では漁港や小中規模な商業・工業用地

が分布 

・西海岸地域の地理的優位性を活かした産業施設用地のさらなる集積が必要 

図表④－3 H12～H22 流出・流入人口（就業者数） 

資料：国勢調査

・H12～H22 では流出・流入人口ともに増加しているが、H22 で約 6,000 人の流出超過 

・本市以外では、流出･流入人口ともに那覇市が最も多く、次に糸満市が多い 

・隣接都市以外のその他の割合も大きく増加 

・流入超過への転換を図るため自立性の向上に寄与する産業振興が必要 

就業者数（人） 割合（%） 就業者数（人） 割合（%） 就業者数（人） 割合（%） 就業者数（人） 割合（%）

豊見城市内 7,516 34.4% 7,516 52.2% 7,764 31.5% 7,764 40.9%

那覇市 9,484 43.4% 2,889 20.1% 9,054 36.7% 3,699 19.5%
宜野湾市 211 1.0% 196 1.4% 321 1.3% 265 1.4%
浦添市 1,110 5.1% 383 2.7% 1,182 4.8% 554 2.9%
糸満市 1,465 6.7% 1,350 9.4% 1,787 7.2% 1,934 10.2%
南城市 233 1.1% 441 3.1% 262 1.1% 564 3.0%
八重瀬町 357 1.6% 606 4.2% 425 1.7% 749 3.9%
南風原町 578 2.6% 493 3.4% 692 2.8% 649 3.4%
その他 877 4.0% 532 3.7% 3,179 12.9% 2,816 14.8%

合計 21,831 100.0% 14,406 100.0% 24,666 100.0% 18,994 100.0%

H22
流出 流入市町村 流出 流入

H12

国道 331 号沿道 

豊崎 

与根 

真玉橋 
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⑤「社会情勢」に関する現況 

出典：IPCC 第 4 次評価報告書第 1作業部会報告書

図表⑤－1 世界の平均気温の変化 

図表⑤－2 日本の部門別二酸化炭素排出量の割合（2012 年度） 

出典：全国地球温暖化防止活動推進センターHP

・地球温暖化など世界規模で環境問題が深刻化 

・市民生活では運輸部門の排出量が多い 

・二酸化炭素排出の抑制など低炭素まちづくりが必要 
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図表⑤－3 自家用車保有数 

資料：沖縄県統計年鑑、住民基本台帳

1.20

1.40

1.60

1.80

2.00

2.20

2.40

2.60

2.80

3.00

30,000

32,000

34,000

36,000

38,000

40,000

42,000

44,000

46,000

48,000

H20 H21 H22 H23 H24

自動車保有台数 1世帯あたり自動車保有台数（豊見城市）

1世帯あたり自動車保有台数（県平均）

（台） （台／世帯）

・年々増加傾向にあり、一世帯あたりの

保有台数は約2台と県平均よりも高い

・環境負荷の低減に向けて公共交通の充実が必要 
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２－４ 市民アンケート結果の整理

１）調査概要

図表 調査概要 

項 目 概 要 

調査の目的 

■下記の内容を調査し、「豊見城市都市計画マスタープラン」改定の

基礎資料として活用 

・地域のまちづくりに関する満足度・重要度について 

・市全体のまちづくりに関する将来のイメージについて 

・市全体の今後の土地利用について（分野ごと） 

・市民参加のまちづくりについて 

調査対象 
■平成26年 7月31日時点で豊見城市在住の18歳以上の方について、

字別に無作為抽出（計 3,500 人） 

調査の実施方法 ■郵送によるアンケート用紙の配布・回収 

調査実施期間 ■平成 26年 9月 12 日（金） ～ 9 月 29 日（月） 

発送・回収状況 

■発送・回収状況は以下のとおり 

発送数 回収数 回収率 

3,500 件 1,167 件 33.3% 
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問10 「豊見城市」全体のまちづくりを図る際に、重要な場所（要所）として、重点的に

活用、整備すべき場所・資源を教えてください。※２つに○印

件数 比率

376 17.5%

153 7.1%

271 12.6%

313 14.6%

124 5.8%

281 13.1%

88 4.1%

47 2.2%

136 6.3%

107 5.0%

118 5.5%

31 1.4%

40 1.9%

63 2.9%

2,148 100.0%

選択肢

９．豊かな緑に被われた丘陵地

１０．平坦地に広がる農業地域

１１．海辺や海岸

１２．特に活用すべき場所・資源は無い

１３．その他

無回答

３．県道11号や国道331号など幹線道路の沿道

４．瀬長島や豊崎などの西海岸地域

５．ラムサール条約登録湿地の漫湖周辺

６．豊見城城址の周辺一帯

７．地域を流下する饒波川

８．与根漁港などの漁港

計

１．市の中心部（旧市役所周辺）の活性化

２．真玉橋や根差部などの東部地域

17.5%

7.1%

12.6%

14.6%

5.8%

13.1%

4.1%

2.2%

6.3%

5.0%

5.5%

1.4%

1.9%

2.9%

２）主な意見

市民アンケートの主な意見を都市づくりに関する 5つの視点（①まちの顔、②居住、③交流、
④働く場、⑤社会情勢）から整理する。

①まちの顔 

図表 市全体のまちづくりで重要な場所（アンケート結果） 

・「市の中心部（旧市役所周辺）」が 17.5％と最も多いが、2番目に多い

「豊崎などの西海岸地域」と大きな差はない 

・中心市街地の活性化に寄与する取組みが必要 

・中心市街地の一極集中ではなく、西海岸地域等との役割･機能

分担が必要 
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参考：アンケート結果（主な設問における年齢別の比較） 

問10 「豊見城市」全体のまちづくりを図る際に、重要な場所（要所）として、重点的に

活用、整備すべき場所・資源を教えてください。※２つに○印

件数 比率

91 15.6%

46 7.9%

72 12.4%

113 19.4%

39 6.7%

61 10.5%

18 3.1%

19 3.3%

32 5.5%

22 3.8%

42 7.2%

8 1.4%

14 2.4%

5 0.9%

582 100.0%

１．市の中心部（旧市役所周辺）の活性化

２．真玉橋や根差部などの東部地域

計

３．県道11号や国道331号など幹線道路の沿道

４．瀬長島や豊崎などの西海岸地域

５．ラムサール条約登録湿地の漫湖周辺

６．豊見城城址の周辺一帯

７．地域を流下する饒波川

８．与根漁港などの漁港

９．豊かな緑に被われた丘陵地

１０．平坦地に広がる農業地域

１１．海辺や海岸

１２．特に活用すべき場所・資源は無い

１３．その他

無回答

選択肢 15.6%

7.9%

12.4%

19.4%

6.7%

10.5%

3.1%

3.3%

5.5%

3.8%

7.2%

1.4%

2.4%

0.9%

件数 比率

276 18.3%

102 6.8%

193 12.8%

197 13.0%

84 5.6%

213 14.1%

65 4.3%

28 1.9%

101 6.7%

82 5.4%

74 4.9%

23 1.5%

25 1.7%

47 3.1%

1,510 100.0%

選択肢

９．豊かな緑に被われた丘陵地

１０．平坦地に広がる農業地域

１１．海辺や海岸

１２．特に活用すべき場所・資源は無い

１３．その他

無回答

３．県道11号や国道331号など幹線道路の沿道

４．瀬長島や豊崎などの西海岸地域

５．ラムサール条約登録湿地の漫湖周辺

６．豊見城城址の周辺一帯

７．地域を流下する饒波川

８．与根漁港などの漁港

計

１．市の中心部（旧市役所周辺）の活性化

２．真玉橋や根差部などの東部地域

18.3%

6.8%

12.8%

13.0%

5.6%

14.1%

4.3%

1.9%

6.7%

5.4%

4.9%

1.5%

1.7%

3.1%

[39 歳以下] 

[40 歳以上] 

・39歳以下では、「豊崎などの西

海岸地域」が最も多く、40 歳

以上では「市の中心部」が最も

多い 
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図表 将来のイメージ（アンケート結果） 

・将来のまちのイメージとして「住みやすい住環境のまち」を希望する意見が最も多

い 

・誰もが暮らしやすい都市づくりが必要 

②居住

問９ あなたは「豊見城市」が将来どのようなイメージのまちになってほしいと思いますか?

件数 比率

262 7.8%

165 4.9%

11 0.3%

65 1.9%

758 22.6%

137 4.1%

75 2.2%

117 3.5%

500 14.9%

408 12.2%

220 6.6%

196 5.9%

387 11.6%

15 0.4%

32 1.0%

3,348 100.0%

無回答

※３つに○印

選択肢

１１．美しい街並み・景観のあるまち

１２．地域活動が活発なふれあいのまち

１３．交通の便の良いまち

１０．防災性に優れた安全に暮らせるまち

８．多くの人が訪れる観光や交流のまち

２．商業・サービス業の盛んなまち

３．水産業の盛んなまち

４．工業が盛んで働く場が充実したまち

５．住みやすい住環境のまち

６．山・川などの自然が豊かなまち

７．歴史・文化の趣のあるまち

９．高齢者や障害者が住みやすい福祉のまち

１４．その他

計

１．農業を活かしたのどかなまち 7.8%

4.9%

0.3%

1.9% 22.6%

4.1%

2.2%

3.5%

14.9%

12.2%

6.6%

5.9%

11.6%

0.4%

1.0%
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参考：アンケート結果（主な設問における年齢別の比較）

問９ あなたは「豊見城市」が将来どのようなイメージのまちになってほしいと思いますか?

件数 比率

65 7.2%

54 6.0%

1 0.1%

8 0.9%

226 25.1%

45 5.0%

17 1.9%

35 3.9%

77 8.5%

115 12.8%

84 9.3%

52 5.8%

112 12.4%

6 0.7%

4 0.4%

901 100.0%

１．農業を活かしたのどかなまち

計

５．住みやすい住環境のまち

６．山・川などの自然が豊かなまち

７．歴史・文化の趣のあるまち

９．高齢者や障害者が住みやすい福祉のまち

１４．その他

※３つに○印

選択肢

１１．美しい街並み・景観のあるまち

１２．地域活動が活発なふれあいのまち

１３．交通の便の良いまち

１０．防災性に優れた安全に暮らせるまち

８．多くの人が訪れる観光や交流のまち

２．商業・サービス業の盛んなまち

３．水産業の盛んなまち

４．工業が盛んで働く場が充実したまち

無回答

7.2%

6.0%

0.1%

0.9% 25.1%

5.0%

1.9%

3.9%

8.5%

12.8%

9.3%

5.8%

12.4%

0.7%

0.4%

件数 比率

188 8.0%

108 4.6%

10 0.4%

56 2.4%

517 21.9%

92 3.9%

57 2.4%

79 3.3%

408 17.3%

283 12.0%

132 5.6%

138 5.8%

260 11.0%

9 0.4%

23 1.0%

2,360 100.0%

無回答

選択肢

１１．美しい街並み・景観のあるまち

１２．地域活動が活発なふれあいのまち

１３．交通の便の良いまち

１０．防災性に優れた安全に暮らせるまち

８．多くの人が訪れる観光や交流のまち

２．商業・サービス業の盛んなまち

３．水産業の盛んなまち

４．工業が盛んで働く場が充実したまち

５．住みやすい住環境のまち

６．山・川などの自然が豊かなまち

７．歴史・文化の趣のあるまち

９．高齢者や障害者が住みやすい福祉のまち

１４．その他

計

１．農業を活かしたのどかなまち 8.0%

4.6%

0.4%

2.4% 21.9%

3.9%

2.4%

3.3%

17.3%

12.0%

5.6%

5.8%

11.0%

0.4%

1.0%

[39 歳以下] 

[40 歳以上] 

・39 歳以下、40 歳以上ともに、

「住みやすい住環境のまち」が

最も多い 

・40 歳以上では、「福祉のまち」

が 39歳以下と比較して多い傾

向にある 
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図表 これからのまちづくり（アンケート結果） 

・重要な公共交通施策では「市内外を結ぶ路線バスの維持・充実」が最も多い 

・市内外の拠点間を結ぶ公共交通網の維持・充実が必要 

【公共交通について】※１つに○印

件数 比率

487 41.9%

192 16.5%

204 17.5%

122 10.5%

97 8.3%

23 2.0%

38 3.3%

1,163 100.0%

５．現在のままでよい

３．新たな交通機能（ＬＲＴ等）の導入

６．その他

２．市内を循環する市内一周バス
の維持・充実

１．市内外を結ぶ路線バスの維
持・充実

無回答

選択肢

計

４．ユニバーサルデザイン(バリア
フリー)への配慮

複数回答による集計除外4名

市内外を結ぶ路

線バスの維持・

充実
41.9%

市内を循環する

市内一周バスの

維持・充実
16.5%

新たな交通機能

（ＬＲＴ等）の導入

17.5%

ユニバーサルデ

ザイン(バリアフ

リー)への配慮
10.5%

現在のままでよ

い

8.3%

その他

2.0%

無回答

3.3%

問14 これからの「豊見城市」のまちづくりについて、何が重要だと感じますか？

次に示す分野ごとにお答えください。※それぞれ1つに○印
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参考：アンケート結果（主な設問における年齢別の比較） 

[39 歳以下] 

[40 歳以上] 

・39歳以下、40 歳以上ともに、「バス

の維持･充実」の意見が最も多い 

・新たな交通機能については同程度

（約 2割） 

・39歳以下の方が、ユニバーサルデザ

インへの配慮を望んでいる 

【公共交通について】※１つに○印

件数 比率

119 38.8%

39 12.7%

53 17.3%

44 14.3%

41 13.4%

10 3.3%

1 0.3%

307 100.0%

５．現在のままでよい

３．新たな交通機能（ＬＲＴ等）の導入

６．その他

２．市内を循環する市内一周バス
の維持・充実

１．市内外を結ぶ路線バスの維
持・充実

無回答

選択肢

計

４．ユニバーサルデザイン(バリア
フリー)への配慮

複数回答による集計除外0名

市内外を結ぶ路

線バスの維持・

充実
38.8%

市内を循環する

市内一周バスの

維持・充実
12.7%

新たな交通機能

（ＬＲＴ等）の導入

17.3%

ユニバーサルデ

ザイン(バリアフ

リー）への配慮
14.3%

現在のままでよ

い

13.4%

その他

3.3%
無回答

0.3%

【公共交通について】※１つに○印

件数 比率

354 43.1%

143 17.4%

150 18.2%

75 9.1%

56 6.8%

13 1.6%

31 3.8%

822 100.0%

４．ユニバーサルデザイン(バリア
フリー)への配慮

複数回答による集計除外4名

選択肢

計

無回答

２．市内を循環する市内一周バス
の維持・充実

１．市内外を結ぶ路線バスの維
持・充実

３．新たな交通機能（ＬＲＴ等）の導入

６．その他

５．現在のままでよい

市内外を結ぶ路

線バスの維持・

充実
43.1%

市内を循環する

市内一周バスの

維持・充実
17.4%

新たな交通機能

（ＬＲＴ等）の導入

18.2%

ユニバーサルデ

ザイン(バリアフ

リー）への配慮
9.1%

現在のままでよ

い

6.8%

その他

1.6%

無回答

3.8%

問14 これからの「豊見城市」のまちづくりについて、何が重要だと感じますか？

次に示す分野ごとにお答えください。※それぞれ1つに○印
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③交流 

【観光・レクリエーションの土地利用について】※１つに○印

件数 比率

309 26.5%

258 22.2%

206 17.7%

109 9.4%

100 8.6%

117 10.1%

14 1.2%

51 4.4%

1,164 100.0%  計

複数回答による集計除外3名

無回答

６．現在のままでよい

７．その他

選択肢

１．自然環境を活かした環境学習
型観光の振興

２．農業資源を活かした体験型学
習の振興

３．歴史的文化財を核として、周
辺と一体となった施設の整備

４．マリンスポーツやパラグライ
ダーなどの施設の充実

５．観光案内所など新たな観光交
流施設の設置

自然環境を活か

した環境学習型

観光の振興
26.5%

農業資源を活か

した体験型学習

の振興
22.2%

歴史的文化財を

核として、周辺と

一体となった施
設の整備

17.7%

マリンスポーツ

やパラグライ

ダーなどの施設
の充実

9.4%

観光案内所など

新たな観光交流

施設の設置
8.6%

現在のままでよ

い

10.1%

その他

1.2%

無回答

4.4%

図表 将来の土地利用（アンケート結果） 

・重要と考える観光・レクリエーションの土地利用では、「自然環境を活かした環境学習

型観光の振興」が最も多い 

・自然環境を活かした観光振興等による地域活性化が必要 

問13 「豊見城市」の将来の土地利用について、何が重要だと思いますか？

以下に示すそれぞれの分野ごとにお答えください。※それぞれ１つに○印
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【商業地の土地利用について】※１つに○印

件数 比率

239 20.5%

44 3.8%

192 16.5%

278 23.9%

280 24.1%

79 6.8%

11 0.9%

41 3.5%

1,164 100.0%

２．沿道サービス系の商業施設の
充実

５．道路や駐車場の整備など、商
業地周辺の環境整備・保全

６．現在のままでよい

７．その他

３．ショッピングセンターなど、郊
外型の大規模商業施設の誘致

無回答

１．複合的な機能を備えた市の中
心商業地づくり

選択肢

複数回答による集計除外3名

４．小規模ながらも日常生活に密
着した商業地づくり

計

複合的な機能を備

えた市の中心商業

地づくり
20.5%

沿道サービス系の

商業施設の充実

3.8%

ショッピングセン

ターなど、郊外型

の大規模商業施
設の誘致

16.5%

小規模ながらも日

常生活に密着した

商業地づくり
23.9%

道路や駐車場の

整備など、商業地

周辺の環境整備・
保全

24.1%

現在のままでよい

6.8%

その他

0.9%

無回答

3.5%

図表 将来の土地利用（アンケート結果） 

・重要と考える商業地の土地利用では、「道路や駐車場の整備など、商業地周辺の環境整

備・保全」、「小規模ながらも日常生活に密着した商業地づくり」が同程度で最も多い 

・また、「複合的な機能を備えた市の中心商業地づくり」も高い数値となっている 

・地域特性に応じた商業地の形成と周辺環境の整備が必要 

問13 「豊見城市」の将来の土地利用について、何が重要だと思いますか？

以下に示すそれぞれの分野ごとにお答えください。※それぞれ１つに○印

・重要と考える工業地の土地利用では、「緑化等による周辺環境との調和」が最も多い 

・次いで「企業誘致の推進」が高い数値となっている 

・周辺環境との調和や企業誘致の推進による産業振興が必要 

【工業地の土地利用について】※１つに○印

件数 比率

89 7.6%

251 21.5%

174 14.9%

468 40.1%

123 10.5%

16 1.4%

45 3.9%

1,166 100.0%

２．企業誘致の推進

３．住宅と工場の混在の解消

４．緑化等による周辺環境との調和

選択肢

１．既存工業の活性化

５．現在のままでよい

６．その他

無回答

計

複数回答による集計除外1名

既存工業の

活性化

7.6%

企業誘致の

推進

21.5%

住宅と工場の

混在の解消

14.9%

緑化等による

周辺環境との

調和

40.1%

現在のままで

よい

10.5%

その他

1.4%

無回答

3.9%
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④働く場 

参考：アンケート結果（主な設問における年齢別の比較）

[40 歳以上] 

図表 現状の満足度（アンケート結果）

・就業の場の充実度に関する満足度は「普通」という意見が多く、中間値程度となっている

[39 歳以下]

【現状の満足度】 〔件数〕

項　　　目
1

満足

2

ほぼ

満足

3

普通

4

やや

不満

5

不満 無回答 計 平均値

85 145 28 30 10 9 307 2.11

137 118 24 17 9 2 307 1.83

41 63 124 48 27 4 307 2.86

35 89 84 57 39 3 307 2.92

１．住環境の快適さ

２．日常の買い物のしやすさ

４．こどもの遊び場や公園の充実度

３．就業の場の充実度

・39歳以下、40 歳以上に大きな

差はない 

【現状の満足度】 〔件数〕

項　　　目
1

満足

2

ほぼ

満足

3

普通

4

やや

不満

5

不満 無回答 計 平均値

142 391 130 88 39 36 826 2.36

202 389 105 71 32 27 826 2.18

61 144 310 123 64 124 826 2.98

37 156 227 223 136 47 826 3.34

１．住環境の快適さ

２．日常の買い物のしやすさ

４．こどもの遊び場や公園の充実度

３．就業の場の充実度

問８

【現状の満足度】 〔件数〕

項　　　目
1

満足

2

ほぼ

満足

3

普通

4

やや

不満

5

不満 無回答 計 平均値

231 549 165 122 50 50 1,167 2.29

350 518 130 92 42 35 1,167 2.08

105 209 441 178 95 139 1,167 2.95

73 251 318 290 178 57 1,167 3.22

あなたがお住まいの地域のまちづくりについてどう思いますか？
※それぞれの項目について、該当する「現状の満足度」、「今後の重要度」１つずつ○印

１．住環境の快適さ

２．日常の買い物のしやすさ

４．こどもの遊び場や公園の充実度

３．就業の場の充実度 中間値（3.0） 

中間値（3.0） 

中間値（3.0） 
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⑤社会情勢 

参考：アンケート結果（主な設問における年齢別の比較）

[39 歳以下] 

[40 歳以上] 

問８

【現状の満足度】 〔件数〕

項　　　目
1

満足

2

ほぼ

満足

3

普通

4

やや

不満

5

不満 無回答 計 平均値

61 351 513 135 45 62 1,167 2.78

76 330 374 231 113 43 1,167 2.98

33 149 490 301 135 59 1,167 3.32

37 204 570 207 82 65 1,165 3.08

１３．レジャー・スポーツ施設の充実度

１４．教育施設の充実度

あなたがお住まいの地域のまちづくりについてどう思いますか？
※それぞれの項目について、該当する「現状の満足度」、「今後の重要度」１つずつ○印

１１．良好な景観の保全・形成

１２．騒音や悪臭などの環境対策

図表 現状の満足度（アンケート結果）

・環境対策の満足度は「普通」という意見が多く、ほぼ中間値程度となっている 

【現状の満足度】 〔件数〕

項　　　目
1

満足

2

ほぼ
満足

3

普通

4

やや
不満

5

不満 無回答 計 平均値

29 112 131 23 10 2 307 2.58

23 104 92 56 29 3 307 2.88

18 48 115 86 37 3 307 3.25

18 51 163 47 25 3 307 3.03

１３．レジャー・スポーツ施設の充実度

１４．教育施設の充実度

１１．良好な景観の保全・形成

１２．騒音や悪臭などの環境対策

【現状の満足度】 〔件数〕

項　　　目
1

満足

2

ほぼ
満足

3

普通

4

やや
不満

5

不満 無回答 計 平均値

31 230 371 109 32 53 826 2.85

49 216 278 168 80 35 826 3.02

14 100 364 202 96 50 826 3.34

19 149 392 153 55 56 824 3.10

１２．騒音や悪臭などの環境対策

１１．良好な景観の保全・形成

１３．レジャー・スポーツ施設の充実度

１４．教育施設の充実度

・39歳以下、40 歳以上に大きな

差はない 

中間値（3.0） 

中間値（3.0） 

中間値（3.0） 
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【森林・自然地の土地利用について】※１つに○印

件数 比率

349 29.9%

376 32.2%

266 22.8%

58 5.0%

65 5.6%

5 0.4%

48 4.1%

1,167 100.0%

選択肢

１．土砂災害などの防災上の取り
組み

２．環境や生態系を守るための積
極的な保全

３．自然観察やレクリエーションに
活用

６．その他

無回答

計

５．現在のままでよい

４．住宅地などの開発

土砂災害な

どの防災上

の取り組み
29.9%

環境や生態

系を守るため

の積極的な
保全

32.2%

自然観察や

レクリエー

ションに活用
22.8%

住宅地など

の開発

5.0%

現在のまま

でよい

5.6%

その他

0.4%

無回答

4.1%

図表 将来の土地利用（アンケート結果） 

・森林・自然地の土地利用では、「環境保全」が最も多く、次いで「防災上の取り組み」

となっている 
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参考：アンケート結果（主な設問における年齢別の比較）

【森林・自然地の土地利用について】※１つに○印

件数 比率

252 30.5%

278 33.7%

170 20.6%

41 5.0%

41 5.0%

5 0.6%

39 4.7%

826 100.0%

５．現在のままでよい

４．住宅地などの開発

２．環境や生態系を守るための積
極的な保全

３．自然観察やレクリエーションに
活用

６．その他

無回答

計

選択肢

１．土砂災害などの防災上の取り
組み 土砂災害な

どの防災上

の取り組み
30.5%

環境や生態

系を守るた

めの積極的
な保全

33.7%

自然観察や

レクリエー

ションに活
用

20.6%

住宅地など

の開発

5.0%

現在のまま

でよい

5.0%

その他

0.6% 無回答

4.7%

【森林・自然地の土地利用について】※１つに○印

件数 比率

91 29.6%

88 28.7%

88 28.7%

15 4.9%

23 7.5%

0 0.0%

2 0.7%

307 100.0%

選択肢

１．土砂災害などの防災上の取り
組み

２．環境や生態系を守るための積
極的な保全

３．自然観察やレクリエーションに
活用

６．その他

無回答

計

５．現在のままでよい

４．住宅地などの開発

土砂災害な

どの防災上

の取り組み
29.6%

環境や生態

系を守るた

めの積極的
な保全

28.7%

自然観察や

レクリエー

ションに活用
28.7%

住宅地など

の開発

4.9%

現在のまま

でよい

7.5%

その他

0.0%

無回答

0.7%

[39 歳以下]

[40 歳以上]

・「環境保全」、「防災上の取り組み」

は両者ともに高い 

・39歳以下の方が「レクリエーション

に活用」は高い 
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２－５ 都市構造上の課題の整理

都市づくりに係わる現況、これまでの成果、市民アンケート結果を踏まえ、都市づくりに関する 5 つの視点（①まちの顔、②居住、③交流、④働く場、⑤社会情勢）で都市構造上の課題を整理する。

図表 都市構造上の課題 

5 つの視点 これまでの成果 現況調査・市民アンケート【結果】※ページは資料２に対応 都市構造上の課題 

①まちの顔 

・豊見城・高安地区地区計画による道路整

備 

・県道 68号線拡幅に合わせた商業系用途

変更による中心市街地の利便性向上 

・幹線道路の拡幅整備による中心市街地へ

のアクセス性向上 

P13 図表①-1 商業施設の集積状況 

P14 図表①-2 買物動向 
・「まちの顔」としての商業系用途地域の適正配置と商業機能の立地誘導 

P15 図表①-3 生活利便施設の集積状況 

P15 図表①-4 市街化区域内の低未利用地と用途地域の状況 
・多様な都市機能の集積による求心力の向上 

P15 図表①-4 市街化区域内の低未利用地と用途地域の状況 ・豊見城交差点北側のまとまりのある低未利用地の有効活用 

P16 図表①-5 公共交通の運行水準 

P16 図表①-6 道路混雑度と交通量 
・中心市街地と市内外の他拠点を結ぶ道路・交通ネットワークの強化 

P32 図表 市全体のまちづくりで重要な場所（アンケート結果） ・豊崎地区等の他拠点との役割・機能分担 

②居住 

・宜保土地区画整理事業による良好な住宅

地の形成 

・豊崎地先開発事業による良好な住宅地、

産業拠点の形成 

P17 図表②-1 人口増加率 H27-47 

P34 図表 将来のイメージ（アンケート結果） 
・人口増加に対する受け皿の確保と良質な住宅地の形成 

P18 図表②-2 都市計画道路の整備状況 

P18 図表②-3 都市公園の整備状況 

P18 図表②-4 下水道の整備状況 

・都市施設の継続的な整備による整備水準の向上 

P19 図表②-5 都市基盤整備の状況 ・継続的な都市基盤の整備と基盤整備された地区の有効活用 

P19 図表②-6 公共交通の運行水準 

P37 図表 これからのまちづくり（アンケート結果） 
・市内の拠点を結ぶ公共交通の維持、利便性の向上 

P20 図表②-7 H22 可住地人口密度と生活利便施設の分布状況 ・人口密度や生活利便施設集積の維持・向上 

P21 図表②-8 市街化区域内の低未利用地と用途地域の状況 ・市街化区域内におけるまとまりのある低未利用地の有効活用と用途地域の適正配置 

P23 図表②-10 人口の推移 

P23 図表②-11 H47 字別高齢化率と災害危険箇所 
・防災対策や公共交通施策などの超高齢社会を見据えた都市づくり 

P22 図表②-9 産業系土地利用の分布状況 ・市街化区域縁辺部で立地する工業･産業系施設と隣接する住宅地との調和 

③交流 

・各種道路整備による交通利便性の向上 

・豊崎総合公園の整備による豊崎地区の観

光レクリエーション機能の向上 

・瀬長島の開発や周辺整備による観光レク

リエーション機能の向上 

P24 図表③-1 国道及び県道の整備状況 ・広域インフラを活かした近隣都市や市内拠点間の連携・交流の強化 

P25 図表③-2 道路混雑度と交通量 ・国道 331 号等の広域的な幹線道路、拠点間を結ぶ幹線道路の整備 

P25 図表③-3 主な景観要素の分布状況 

P38 図表 将来の土地利用（アンケート結果） 

・市街地内・外に残存する斜面緑地や漫湖の干潟、文化財など景観資源の一体的な保全・

活用による地域活性化 

④働く場 
・沖縄西海岸道路の整備や豊崎地先開発事

業による業務・流通機能の集積 

P26 図表④-1 年間商品販売と製造品出荷額等の状況 

P28 図表④-4 産業系土地利用の分布状況 

・沖縄西海岸道路の整備、那覇空港第２滑走路の増設や那覇空港自動車道の整備による

交通利便性や地理的優位性を活かした産業用地の集積 

P27 図表④-2 自市内就業率と中夜間人口比率 ・職住近接による自立性の向上に寄与する産業振興 

P28 図表④-3 H12～H22 流出・流入人口（就業者数） ・地域特性に応じた産業振興と周辺環境との調和 

⑤社会情勢 
・市内一周バスの運行開始による市内公共

交通の充実 

P29 図表⑤-1 世界の平均気温の変化 

P29 図表⑤-2 日本の部門別二酸化炭素排出量の割合(2012 年度) 
・低炭素まちづくりの推進 

P30 図表⑤-3 自家用車保有台数 ・環境負荷の低減に向けて公共交通の充実が必要 
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第３章 都市づくりの目標 

３－１ 都市の将来像

 都市計画マスタープランは 20 年先を見据えた 10 カ年計画であることが基本である。

◯ 現行都市マス(2001～2020)の将来像を

◯ 第四次総合計画(2011～2020)の将来像を

が示されている。また、改定都市マスの市民アンケートでは「市の将来イメージ」は、

◯「住みやすい住環境のまち」

◯「高齢者や障害者が住みやすい福祉のまち」

◯「防災性に優れた安全に暮らせるまち」

◯「交通の便の良いまち」

などが挙げられ、

「誰もが暮らしやすい都市づくり」 

を共通としている。また、第１章１－２改定のポイントで示した２つのテーマ

◯「市の自立性･求心力を高める都市づくり」 

◯「広域都市圏の一体的な発展に貢献する都市づくり」 

を踏まえた改定都市マスの将来像(2017～2027)を設定する。

みどり豊かな健康文化都市・豊見城 
（サブテーマ） 

～すべての住民が安心して活き活きと暮らせる・活力と賑わいのある街～ 

「ひと・そら・みどり がつなぐ響
とよ

むまち とみぐすく」 
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３－２ 都市づくりの目標 

前章では、５つの視点（①まちの顔②居住③交流④働く場⑤社会情勢）で都市構造上の課題を

整理した。

図表 都市構造上の課題 

5 つの視点 これまでの成果 都市構造上の課題 

①まちの顔 

・豊見城・高安地区地区計画によ

る道路整備 

・県道 68号線拡幅に合わせた商

業系用途変更による中心市街

地の利便性向上 

・幹線道路の拡幅整備による中心

市街地へのアクセス性向上 

・「まちの顔」としての商業系用途地域の適正配

置と商業機能の立地誘導 

・多様な都市機能の集積による求心力の向上 

・豊見城交差点北側のまとまりのある低未利用地

の有効活用 

・中心市街地と市内外の他拠点を結ぶ道路・交通

ネットワークの強化 

・豊崎地区等の他拠点との役割・機能分担 

②居住 

・豊見城土地区画整理事業による

良好な住宅地の形成 

・宜保土地区画整理事業による良

好な住宅地の形成 

・豊崎地先開発事業による良好な

住宅地、産業拠点の形成 

・人口増加に対する受け皿の確保と良質な住宅地

の形成 

・都市施設の継続的な整備による整備水準の向上

・継続的な都市基盤の整備と基盤整備された地区

の有効活用 

・市内の拠点を結ぶ公共交通の維持、利便性の向

上 

・人口密度や生活利便施設集積の維持・向上 

・市街化区域内におけるまとまりのある低未利用

地の有効活用と用途地域の適正配置 

・防災対策や公共交通施策などの超高齢社会を見

据えた都市づくり 

・市街化区域縁辺部で立地する工業･産業系施設

と隣接する住宅地との調和 

③交流 

・各種道路整備による交通利便性

の向上 

・豊崎総合公園の整備による豊崎

地区の観光レクリエーション

機能の向上 

・瀬長島の開発や周辺整備による

観光レクリエーション機能の

向上 

・広域インフラを活かした近隣都市や市内拠点間

の連携・交流の強化 

・国道 331 号等の広域的な幹線道路、拠点間を結

ぶ幹線道路の整備 

・市街地内・外に残存する斜面緑地や漫湖の干潟、

文化財など景観資源の一体的な保全・活用によ

る地域活性化 

④働く場 

・沖縄西海岸道路の整備や豊崎地

先開発事業による業務・流通機

能の集積 

・沖縄西海岸道路の整備、那覇空港第２滑走路の

増設や那覇空港自動車道の整備による交通利

便性や地理的優位性を活かした産業用地の集

積 

・職住近接による自立性の向上に寄与する産業振

興 

・地域特性に応じた産業振興と周辺環境との調和

⑤社会情勢 
・市内一周バスの運行開始による

市内公共交通の充実 

・低炭素まちづくりの推進 

・環境負荷の低減に向けて公共交通の充実が必要

３－１都市の将来像を踏まえ、５つの視点（①まちの顔②居住③交流④働く場⑤社会情勢）に対

する目標とそれらを推進するためのプラス１の目標を次のように設定する。
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空港、港湾、那覇市との近接性や地域特性を活かした観光地･産業地を形成する 

[関連する都市計画施策分野]道路･交通、土地利用 

例：物流産業の集積 

地域特性に応じた良好な住宅地の形成や、快適な暮らしを支える各種基盤施設の整備を進める 

[関連する都市計画施策分野] 市街地整備、土地利用、環境･景観、下水道･河川、防災

例：景観計画による良好な景観の形成、市街化調整区域の地区計画 

「誰もが暮らしやすい都市づくり」をテーマに将来像を設定

サブテーマ～「市の自立性･求心力を高める都市づくり」～ 

～「広域都市圏の一体的な発展に貢献する都市づくり」～

中心地の利便性･拠点性を活かしたまちの顔づくりや多様な都市機能の集積を図る 

 [関連する都市計画施策分野] 市街地整備、土地利用、環境･景観 

例：庁舎の建設、計画的な市街地の形成（地区計画等） 

公共交通への利用転換、斜面緑地等の自然環境との調和など、環境負荷の小さい都市づくりを進める 

[関連する都市計画施策分野] 土地利用、道路･交通、環境･景観、下水道･河川 

例：モノレールの延伸や LRT の導入を含めた公共交通ネットワークの構築 

円滑な移動を支える都市基盤施設を整備し、市内外の交流･連携の強化を図る 

[関連する都市計画施策分野]道路･交通、土地利用、環境･景観 

例：西海岸道路の整備、那覇空港自動車道･IC の整備、幹線道路の整備、 

瀬長島の整備、豊見城城址跡地の整備、グスクを活用した公園の整備 

市民や事業者等との協働による個性豊かな都市づくりを進める 

[関連する都市計画施策分野]すべて 

例：都市計画提案制度の推進、地区計画の申出制度の創設 

①「まちの顔」の視点に対する目標：魅力的なまちの顔の創出 

②「居住」の視点に対する目標：便利で快適な住宅地の形成

③「交流」の視点に対する目標：交流・連携の促進によるにぎわいの創出

⑤「社会情勢」の視点に対する目標：都市とみどりが調和する環境にやさしい都市の構築

⑥「プラス１」の目標：協働・参画による地域のまちづくりの推進

④「働く場」の視点に対する目標：雇用と活力を生み出す産業の振興
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巻末資料 
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巻末－１ アンケート調査結果（単純集計）
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■アンケート調査票 
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巻末－２ 有識者ヒアリング結果

有識者 意見の要旨 

琉球大学 

教授 

安藤 徹哉 氏

専門分野： 

都市計画 

①ライフスタイル提案型の都市マス 

・ソフトの目標を掲げて、なぜハード整備を行うのか（整備の目的）が住民に

とって分かりやすい計画とすべき 

②沖縄住みたいまち No.1 

・那覇市のベッドタウンではなく、豊見城市のブランド化を図るべき（生活の

質の向上） 

③まちづくりのテーマ（イメージ戦略）を定める 

・子育て環境が充実したまち 

 →ゆとりある子育て世代の転入･定住促進（教育分野の強化：児童園の誘致

等）。若者にターゲットを絞り込み、豊見城市を選択する動機付けを図る

・センスの良いまち（＝車を使わないまち） 

 →公共交通の整備（モノレール延伸がベスト）＋質の高い景観。公共交通指

向型開発（TOD）が有効 

 →自転車･歩行者空間の整備（豊崎等でペデストリアンモール整備） 

 →高級住宅地の形成（敷地規模の大きい住宅地） 

 →瀬長島は景観モデル地区 

・生涯現役のまち 

 →文化：国際空手会館を国際観光拠点とする。具体的には 21世紀型赤瓦を

使用（伝統と現代の融合）。経済的にゆとりのある外国人観光客の

ための宿泊施設など 

→食事：地域農業の振興、野菜流通拠点の形成、食品加工業の誘致 
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有識者 意見の要旨 

琉球大学 

名誉教授 

上間 清 氏 

専門分野： 

都市交通 

①広域的な視点について 

・本市の立地、文化、自然等の優位性を活かし、他市町との差別化を図るべ

き 

 →これからは各自治体の競争となる 

②沿岸地域の発展について 

・沿岸地域は市の発展を牽引する地域とすべき。また、国道 331 号沿道は計

画的に市街化すべき 

・逆に、旧市街地の特性を考慮し、新たなエリア（沿岸地域）との違いを生

み出すべき（オールドタウン、ニュータウン） 

・新庁舎はまちの顔として重要であり、シビックセンターとして考えるべき

 →単純な行政機能としてではなく、空間デザインの充実を図るべき 

③県全体の発展について 

・沖縄県全体で 1,000 万人の観光客を目標としている。この観光客を豊見城

市に呼び込む 

・臨空港、那覇市･糸満市との隣接を活かす 

④交通ネットワークについて 

・都市幹線道路が必要（東西軸、北へのアクセスが必要） 

・空港への定時アクセスの導入（モノレールがよい、鉄道は道路への影響大）

・交通の位置づけは重要（定時性のある公共交通は都市構造の考え方に盛り

込む） 

⑤アメニティの充実 

・良好な景観の形成として、道路美観等を取り入れるべき 

⑥その他 

・感覚的に、H32 将来人口 70,000 人は少ないように感じる 
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有識者 意見の要旨 

沖縄国際大学

理事長・学長

大城 保 氏 

専門分野： 

都市経済 

①住民の息遣いが感じられるまち 

・都市＝人が住む場所であることから、「人がより快適に生活する（安心・安

全を感じられる）ための都市づくり」を考えるべき 

・コミュニティの再生（小学校区単位等）が都市づくりにとって重要。 

・ソフトを活かすためのハード整備となるような計画とすべき 

②多様なまちづくりのテーマ 

・まちづくりのテーマはもっと多くても良い 

・都市構造の拠点や軸の形成に結び付くようなテーマを設定すべき 

③広域的なまちづくりの視点 

・市内、県内のみならず、全国内、海外（アジア圏）を視野にいれた都市づく

り 

・全国の中の沖縄の良さ、県内での豊見城市の良さ（地理的優位性等）を活か

した都市づくり 

④交通網について 

・市内のどこに住んでいても便利に移動ができる交通網 

・円滑な交通のためにはボトルネックをつくらない道路整備が必要 

・安全な通学路、防災面に優れた避難路など 

⑤独自性のあるマスタープラン 

・他都市にない独自性のあるマスタープラン 

・将来の変化の見通しを立てた計画づくり 


